
【事務事業シート（政策的経費）】
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2

見直し方向性 　

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

天候や利水者との調整により事業を円滑に実施できたことにより、想定以上の成果を上げることができた。

千円

決算額 290,179 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
300,000 千円

最終現計予

算額

実績値 %

達成率 108.13 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 17.3 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 % 目標値 32

時点･期間 R8年度

現状値 － %

目標値 16 % 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 時点･期間 R5年度 時点･期間 時点･期間

始期 R5

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

鹿森ダムにおける洪水調節容量内の堆砂除去の進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

6年度以降も引き続き、適切な施設更新や改良工事を実施すれば、KPIは目標達成すると考えられることから、６

年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 ダム貯水池保全緊急対策事業費 予算主管課 河川課

事　業

概　要

西日本豪雨や令和元年台風19号において発生したダム下流河川での大規模水害に備えるため、

有効貯水容量内に堆積する土砂を除去することにより、洪水調整機能等の回復を図る。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 143,098 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額
145,489 千円

最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

％ 実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％

100 ％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値

100 ％ 目標値 100 ％ 目標値

R7年度 時点･期間 R8年度

現状値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値

R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間

Ｋ  P  Ｉ

ダム施設正常稼働率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 ダム管理施設改良費 予算主管課 河川課

事　業

概　要
適正なダム管理を図るため設備の修繕・点検、調査等を行う。

始期

終期

令和５年度　　事後評価シート
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4

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は目標を達成しており、近年の実績を踏まえると、今後も目標達成すると見込まれることか

ら、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 188,377 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
188,445 千円

最終現計予

算額

実績値 件

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 0 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 0 件 目標値 0

時点･期間 R8年度

現状値 0 件

目標値 0 件 目標値 0

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期

終期

Ｋ  P  Ｉ

河川管理施設の機能低下に起因する浸水被害発生件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

6年度以降も引き続き、老朽化対策に係る改良工事等を実施すれば、KPIは目標達成すると考えられることから、

６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 河川管理施設等維持修繕費 予算主管課 河川課

事　業

概　要

治水機能の速やかな回復を図り、住民の安全・安心を確保することを目的とし

て、水門等の県管理施設の維持修繕や障害物の除去等を行う。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 2,468,339 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
2,468,375 千円

最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100

時点･期間 R8年度

現状値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5年度見込 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期

終期

Ｋ  P  Ｉ

ダム施設正常稼働率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

2月

補正

事　項 堰堤改良費 予算主管課 河川課

事　業

概　要

治水上の安全確保及び施設の老朽化対策に係る改良や貯水池の堆砂等による機能低下防止を目

的として事業を実施し、ダム施設管理の適正化を図る。


